
喫煙者は定期的にタバコを吸い続けま

す。だから、働いている喫煙者は仕事中に

もタバコを吸う時間が必要になります。 

では、勤務中にタバコを吸う時間は、労

働時間に含まれるのでしょうか。 

 

ほとんどの職場は受動喫煙を防ぐため

に禁煙になっているので、喫煙者はタバコ

を吸うためには職場を離れなければなりま

せん。つまり、厳密に言うと仕事はできな

いわけです。 

そこで、上の例をみてくだい。勤務中に一日５本吸ったすると毎日３５分の労働時間を失い、それを

賃金に換算すると年間３１万円にもなるという試算です。 

 

いかがでしょう。もしあなたが将来、会社を経営する立場になったとしたら、この事態をどう考えるで

しょうか。一番上のイラストのように「タバコは休憩時間以外禁止」と言いたくなりませんか。しかしながら、

長時間タバコを吸えない喫煙者にとっては、そのような状況になると、ニコチン切れによるストレスが大

きくなり、作業効率が低下することが予想されます。会社経営にとっては難しい問題です。 

 

じつは最近、この問題を解決するために、「喫煙者は採用しません」とする企業が増えているのです。

これから就職する君たちは、こんな事情も知っておいて下さい。 
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